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道路交通法により、無人自動運転を
行う場合は、自動運転車両の周囲の
道路・交通の状況及び自動運転車両
の状況を、映像及び音声により確認
することができる遠隔監視装置を設置
することが義務付けられており、携帯
電話網による安定的な通信が必要

＜①遠隔監視等のための携帯基地局の高度化（5G SA化）＞

＜③インフラと車両の通信による自動運転支援システムに係る有効活用と周波数確保＞

＜②地域での自動運転に必要となる通信の信頼性検証＞

令和７年度補正予算 地域社会DX推進パッケージ事業
 （自動運転レベル4検証タイプ）:129.3億円の内数

令和７年度補正予算 自動運転の社会実装に向けたデジタルインフラ整備事業： 5.0 億円

地域限定型の無人自動運転移動サービスの実装・横展開に当たって
課題となる遠隔監視システムその他の安全な自動運転のために必要
な通信システムの信頼性確保等に関する検証、自動運転の導入を検
討する地域が参照可能なモデル集の改訂、省庁・企業・自治体等が
連携した官民連絡会を実施

令和８年度当初予算  自動運転の社会実装に向けたデジタルインフラ整備事業：3.8億円
 （国庫債務負担行為（４か年）総額：80億円）
 周波数ひっ迫対策技術試験事務：48.4億円の内数

交差点におけるインフラからの情報提供
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※5G SA（Stand-Alone）：高速大容量・低遅延・多数同時接続など5Gの機能・性能を最大限発揮できる方式

自動運転を支える通信インフラに関する総務省の取組

⚫我が国での自動運転の実現に向け、これを支える通信環境やインフラ整備が課題であり、以下の予算事業を実施。

①携帯電話網による自動運転車両への遠隔監視等のための携帯基地局の高度化（5G SA化※）

②地域での自動運転に必要となる通信の信頼性検証、他の自動運転導入地域が参照できるモデル集の整理・横展開

③インフラと車両の通信で自動運転を支援するシステムについて、700MHz帯の有効活用促進と5.9GHz帯周波数の確保



2地域での自動運転に必要となる通信の信頼性検証

＜実施主体＞

＜実証イメージ＞

想定される検証項目の例

・交差点における通信

・基地局間のハンドオーバー

・路車間通信の信頼性

・必要な通信帯域幅 など

地方公共団体、企業・団体など
※地方公共団体を１以上含むコンソーシアムを形成していることが要件

想定される検証環境の例

・形状等の異なる物理的環境

・積雪・日照等の気候条件 など
＜事業規模の上限＞

1.5億円程度

⚫ 総務省では、地域限定型の無人自動運転移動サービス（限定地域レベル４）の実装・横展開に当たって課題となる遠隔監視シス

テムその他の安全な自動運転のために必要な通信システムの信頼性確保等に関する検証を実施。自動運転の社会実装に必要と

なる通信環境の技術的条件の抽出・整理を行うなど、実証から実装への橋渡しを行う。

⚫ 令和８年度事業においては、有識者による評価会の審査を経て12件を採択（４月15日に報道発表）

 ※採択エリアは次ページ参照

⚫ デジタル庁の実施する「自動運転社会実装先行的事業化地域事業」において採択された地域からの提案については、本事業におい

ても審査の際に加点を行うこととしている。



地域社会DX推進パッケージ事業（自動運転レベル４検証タイプ）令和８年度実証地域

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

       
                         
                        
  

       
                        
                       
            

       
                      
                     
                 

       
                        
                       
                 

       
                        
                       
                   

        
                         
                         
                   

       
                           
                      

        
                        
                     
               

        
                          
                    

       
                      
                     
          

        
                       
                     

       
                      
                 

※マーカーされた地域は先行的事業化地域
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「レベル４自動運転移動サービスの社会実装促進に向けた通信システムの
信頼性確保等に関するモデル集」の概要

● 総務省が実施した「地域社会ＤＸ推進パッケージ事業（自動運転レベル４検証タイプ）」の実証等を通じた活用事例を積みあげ、

学識経験者、民間事業者、地方公共団体等で構成される官民連絡会等の場において共有し、通信に関するノウハウの底上げに寄与。

● 過年度の実証事業の成果は、「モデル集」として取りまとめており、これを広く周知することで、地域におけるレベル４自動運転移動サー

ビスの社会実装を促進（３月31日にモデル集（第２版）を公表）。
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自動運転システムの常時通信接続確保

②        
（  急落へ      ）

①条  利 域（    、中山間 ）
         

安定かつ円滑な周辺環境情報や映像、音声等の伝送

④      以 から取得    
                

  危険 避       装

③       取得      
                

    頑健   

経済性確保

⑤     装            

「モデル集」のターゲットと活用例 「自動運転レベル４検証タイプ」の実証ユースケース

技術導入事業者：
地方公共団体、課題を持つ事業者（自動
運転サービス提供事業者、運送事業者等）

レベル4自動運転サービスの導入に向け、導入地域の
通信環境や自動運転システムの課題と、その課題解決
に活用できる通信技術等を把握する。また導入に係る留
意点・意識しておくべき事項等を参考情報として得る。

技術提供事業者：
通信事業者、通信ベンダ等

レベル4自動運転サービスの導入を進める地域・事業者
等が抱える様々な通信課題等に対し、求められるサービ
ス・技術について定量的な結果等を把握する。

https://www.soumu.go.jp/main_content/001063698.pdf


「レベル４自動運転移動サービスの社会実装促進に向けた通信システムの
信頼性確保等に関するモデル集」の概要
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＜「モデル集」のポイント＞
レベル４自動運転の課題や解決策を紹介

令和6年度および令和7年度実証事業において、
実際に活用した通信方式や通信技術について、
図・写真・イラストなどを用いて丁寧に解説

課題解決の具体的事例を紹介

令和6年度および令和7年度実証事業において、 
実証エリアの地理的特徴や、レベル４実現に当た
る通信の課題、評価や検証結果を具体的に紹介

レベル４自動運転の導入方法等を紹介

レベル4自動運転の導入に関連する、関係省庁
等の許認可やガイドラインを紹介
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